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世界の燐鉱石の現状と

今後の見通しについて

昨年後半から始まった燐鉱石山元の価格値上げ

競争は，まだ現在も続いており司世界の燐鉱石マ

ーケットは大変な混乱状態におちいっています。

、燐鉱石不足のため世界のあらゆる場所で肥料工

場の運転がとまるといったような，数年前には考

えられなかった現象が続発しています。

このような事態はどうして起ったのでしょう

か，またいつまで績くのでしょう。現在，燐鉱石

に関係した仕事をしている人なら，全部が持って

し1る質問に対して明確に答えられる人は，残念な

がらいないと言ってよいでしょう。

何故なら燐鉱石は，石油や鉱石類と同様に重要

な資源で、あること，また肥料の重要な原料である

ため，食料問題にも深い関係のあること等の理由

により，その需給バランスは極めτ複雑な要因で
左右されるからです:。

そこで，本年度米国肥料協会の定時総会で，

「プロリダ燐鉱石輸出協会J の会長?であるターベ

ピル氏が行った「燐鉱石および燐酸肥料の問題

点」と題する講演の大要をご紹介しましょう。

同氏の講演をご紹介する理由は，まず同氏がモ

ロッコと並んで， t註界の燐鉱石の二大ソースの一

つであるフロリダ燐鉱石の代表者であること，ま

た講演の内容から，山元がどのように燐鉱石の現

状を考えているかが非常によくわかるからです。

〔ターベビル氏の講演概要〕

「この会議も，発足してから 4年しか経過して

おらぬにもかかわらず，このように世界中から賓

客がお集りになるような会議に発展致しました。

会議の推進者の 1ノへとして誇りとする次第です。

さて振り返って見れば，肥料産業が過去200年

間世界の食料問題に対して果した貢献は，誠に偉

大であります。、しかし最近に至り肥料，特に燐酸

肥料に関して非常，に深刻な問題が出てきました。

この問題は，世界各国の主な新聞でも大きく取り

あげられています。どうしてこんなことになった
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のでしょう。残念ながら私にも明確にはお答えで、

きません。しかしし 1ま現在起っている問題を，私

なりに分析してご報告申し上げたいと思います。

本年，つまり 19.74年は，燐酸肥料が世界的に不

足しています。またその原料である燐鉱石の不足

は，いまだかつてないほど深刻です。しかも少く

とも，ここ数年は続きそうです。しかし燐酸肥料

と燐鉱石の見通しを個々に考えれば，この二つは

同じではありません。

大ざっぱに見れば発展途上国における燐酸肥料

の不足は，さらに深刻化するでしょう。また，西

欧各国の燐酸肥料メーカーに対する燐鉱石の供給

も減ると思います。

日本に関しては輸出分は別にしても，国内消費

分の燐酸肥料が不足することは無いはずです。し

かし燐鉱石が各工場に於て不足することはあるで

しょうし，これが解決するのは，燐酸肥料よりも

少ぐとも 2，3年後のことになる筈です。

米国内において燐鉱石が不足するということは

ありません。しかし米国から燐鉱石を輸入してい

る国は，多かれ少かれ不足するでしょうし，輸入

ソースを増やすとか，またはリン酸液とかリン酸

肥料としづ半製品，または製品の形で輸入するこ

とを検討する必要に迫られると思います。現在い

くつかの燐酸肥料工場が米国内で建設中で、あり，

それらが完成する1975年後半以降は，米国内の燐

酸肥料の需要は充分カバーされますし，輸出力も

増えると思います。しかし原料の燐鉱石は，これら

の工場で米国内で消費される量が増えるため，輸

出力は削減されることとなるからです。

現在多くの国が燐鉱石，または燐酸肥料の不足

問題に真剣に取り組んでいます。たとえば国連会

議等においても，肥料問題は重要議題としてキッ

シンジャーが取り上げています。

国別に概要を申し上げますと，カナダはそれほ

ど深刻な不足状態であるとは言えません， しかし
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充分供給されている占は決して言えません。

メキシコでは完全に不足しており， 40必を米国

から輸入に依存せねばならない状態です。ブロリ

ダは西欧諸国に伝統的に毎年，400万トン以上り燐

鉱石を輸出していますが』来年，つまり1975年に

は半分の200万トン以下しか輸出で、きぬでしょう。

ノレーマニアもフロリダ燐鉱石の輸入を強く望ん

でいますが，残念ながら供給できない状態です。

パングラディシュ，インド，パキスタン等では

状況は更に深刻です。詳細にご説明するとキリが

ありませんが，世界の状勢は以上のようなもの

で，いかに深刻な状況であるかおわかり頂けたと

思います。一

燐酸肥料，特lこ燐鉱石の状況がー何故かぷ忠緊迫

化しているのか，再度考えてみる必要があると思

います。、

まず、第ヂ与に，燐酸肥料は食糧生産に絶対必要な

ものであり，あらゆる人々に影響を与えるという

ことです。

第二に理由としであげられることは，燐鉱石の

輸出がアルジヱリア，モロッコ，セネガル， トー

ゴ，チュニジ7等の国にとっては，国家経済を左

右する重要な問題でJあること， Lかしながら一

方，買手側の固にとっても，燐鉱石がどのような

価格で，どのように供給されるかは，非常に重要

な問題であるニとです。

三番目の理白ですが，正直なところ，これが最

も私には理解できないのですが，長いあいだ燐鉱

石の供給が非常に豊富で安かったため，これが当

り前と考えられ，現在の不足状態が故意につくら

れたものだーと信じている人さえもいるというこ

とです。また，このような不足状態になると，各

種のエゴイズムも出てきます。たとえば他の国

が，燐鉱石が無くて本当に困っているのに，全く

気lニせず自分のところに 1トンでも多くまわせと

要求してくるようなことです。これらのひとつひ

とつが，事態をますます深刻化させる要因になり

ます。要は各人が状況を正確に把握し，冷静に対

処することが肝心であると思います。

燐鉱石，燐酸肥料にかかわらず，また，国の内

外を問わず，肥料の価格は結局は世界の需給バラ

ンスによって左右されます。

たとえば米国が現在まで，世界市場の価格より
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安い価格で燐酸肥料が統制されでいたことが，現

在の米国における供給不足の原因となっています

この価格統制は米国内で約5年間続いた訳です

が，その聞に米国の燐酸肥料・の大部分が，海外の

はるかに価格の高川市場に向って流れていったこ

とは，誠に当然で、あったと思います。

海外市場における高価格がなければ，現在進行

中の燐酸肥料プラント建設等は無かったでしょう

し，この意味において米国の農家は，海外市場の

高価格に感謝せねばなりません。

最近に至り ζの統制は撤廃されましたが，世界

的に見れば，食糧増産の必要性はますます大き

く，従つで燐酸肥料の価格上昇の要素は今後とも

存続しますじ，この状態が続く限り，米国内の価

格が国際価格に近づくまで，米国内の不足状態は

続くと思います。いずれにせよ，どこの国も結局

は，国際市場の影響を受けるのです。

世界が永久に燐酸肥料の不足に直面するという

意見に，〆私は賛成できません。米国の燐酸肥料メ

ーカーは，現在の生産能力を40~ぢあげるために工

場建設に踏み切っており，これらの手場の全部が

1976/77年までに完全操業される予定です。 この

事実を考えれば，現在の燐酸肥料不足を充分カバ

ーする生産設備が建設中であることは，皆さんに

おわかり頂けると思います。私の考えでは， 1975 

年の春まではきびしいやに態が続きますが，それ以

降はだんだんよくなってくると思います。

Lかし燐鉱石不足の問題は，燐酸肥料の問題よ

り，はるかに大きな問題です。 1960年代を通じて

フロリダ， ノースカロライナの山元の在庫は3倍

にも増え， 1969/70肥料年度末には1300万トン以

上にも達じま Lた。

このため価格は下がり生産も減少し，また生産

設備に対して充分会メインテナンスも行われず，

一部では回復不能の処までいきました。今年でさ

え，需要の大き:な増大と高価格にもかかわらず，

1967/68肥料年度よりも， わずかに3%しか生産

は増えていません。人

たしかに今年の販売数量は，昨肥料年度と比較

すれば27%も増えていますが，これは在庫数量を

減らすことによ円り:達a成で、きたもので，生産が増え

ている訳ではありません。現在のブロリダには t

カ月生産分の在庫も無いので、はないかと思います
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27先に述べたように，米国内における燐酸工場が
完成すれば，多量の燐鉱石が原料として使用さ

れ，燐鉱石自体のフロリダからの輸出は今後増々

苦しくなると思います。

もちろん言うまで、もなく米国の燐鉱石山元は，

生産を 1日も早く増やすべく懸命の努力を払って

し、ます。しかじ残念ながら今すぐの解決になりま

せん。今から数年の聞はフロリダ燐鉱石の輸出量

は，減らざるを得ないでしょう。 1977年になれば

状況は段々良くなり始めると思います。米圏内の

需要もその頃には六体頭打ちとなり，燐鉱石の生

産拡張も軌道に乗っていると思われるからです。

以上のように我々は，米国からの燐鉱石の輸出

見通しには悲観的で、ありますが，燐酸肥料全体の

輸出量は今後とも増え続けると確信しております

輸出できる燐鉱石はまちがいなく減っていきま

すが，その分は燐酸肥料製品としての輸出が増え

ていき，燐酸分としてはカバーできるはずです。

米国外の燐鉱石生産設備拡張計画についても，

種々報告されていますが，これらを綜合して見る

と，米国の今後の 5カ年にわたる計画と大体歩調

を同じくするようです。

これらの燐鉱石生産の増加を合計すると， 4600 

万トン近くになります。従qて全世界の供給量は

l億 6千万トンとなり，今日の生産量のほぼ5割

増といヨことになります。ブロリダ以外ではモロ

ツコの拡張計画が最も大きく，フロリダ以外の増

加量の殆ど半分に達する規模です。スパニッシュ

サハラ，ソ連，両方で850万トン，アルジエリア，

ヨルダン，チュニジア各国も， 100万トングラス

の拡張をします。

さらにオーストラリアにおいても大規模な鉱区

が開発途中であり"1977年から生産が開始される

と言われており，フル稼動されたあかつきには，

年間 500万トンが生産されることになります。

tまあこう¥¥う訳で援軍はもう間近と言えると思

¥ ¥ます。しかし，そういうF間にも事態はますます

緊迫化しています。肥料工場の中lζは原料の燐鉱

石不足のため， フノ片稼動で、きぬとこうが沢山でて

くるでしょう。

西欧各国のよう 1こ，昔から燐鉱石を輸入し燐酸

肥料を輸出しでいた国々は，輸出市場の大半を失

うことになりましょJう。と
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ブラジル，カナダ，メキシコのように農業生産

の大きな増加を計画し，目標としていた国々は，

計画を練りなおす必要があるかも知れません。未

開発国における飢餓等の悲惨な事態を避けるため

に，政府と民間企業は手をたずさえて協力しなけ

ればなりません。

しかしながら欠乏の時期は短期間のはずです

し，各企業の努力で切り抜けられるはずです。現

に我々は今までも，苦しし 1時期を何度も切り抜け

てきたではありませんか。

最後にこの重大な時期を切り抜けるために，皆

さんの大局的な見方と，利己主義を克服した公正

なる行動を希望致したいと思います。』

輸入業者の対燐鉱石感について

大変長くなりましたが，以上がターベピノレ氏が

行った講演の要約です。現在の燐鉱石および燐酸

肥料の世界における状勢がよく述べられており，

如何に燐酸肥料，特に燐鉱石が不足しているかが

おわかり頂けたと思います。

しかし日本においては，実感としてそれほど燐

鉱石が不足しているとは思えないと思います。昨

年末から今年初めにかけて，かなりひっ迫致しま

したが，それでも燐鉱石が不足したために操業が

止まった工場等はひとつもなかったはずです。

ζの意味において日本は今のところ，非常に恵

まれていると思います。この理由として， 日本の

場合は，各輸入業者が燐鉱石を重要な資源である

と考え，その輸入にあたっては海外山元との長期

的な友好関係を重視し，供給過剰の時も足もとを

見てむやみに買いたたくようなことをせずに，ね

ばり強くやってきた結果であると思います。また

新しく開発された山元に対しては，積極的に取り

組み，新規輸入ソースを増やしていったことも，

今となっては非常な助けとなっております。

し、ずれにせよ，燐鉱石は日本には全く資源がな

く全量輸入にたよらざるを得ません。しかも肥料

原料としてはもちろん，驚くほど多くの皆さんの

身の回りの品物に燐は必要な原料です。これから

も日本が必要としている他の多くの資源と同様

に，その安定確保の問題については，慎重に，業

界が協力して，対処していかねばならぬ問題であ

ると思います。


